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本研究では、小学校４年生を対象に児童一人一人が自己肯定感を高め、仲間のよさを認め合える学級づくりを目指した。そのためにソ

ーシャルスキルトレーニングや構成的グループエンカウンターを業前の時間に行い、知識や技術を学ぶ。次に朝・帰りの会にそれを実践できる

様々な活動を取り入れていく。最後に振り返りを行い学習の定着を図る。この３段階のステップを踏むことで、自己肯定感が高まり、安心･

信頼の雰囲気を形成し、仲間を認め合える学級になるだろうと考え、実践研究を行った。

研究の概要

自己肯定感を高め、仲間のよさを認め合える学級づくり
－朝・帰りの会における活動の工夫と実践を中心に－

自己肯定感を高め、仲間のよさを認め合える学級

自己肯定感の高まり 互いのよさの認め合い
自分のよさを知る 友達のよさを知る

実践１～２週

間後に確認

ふ り 返り カ
ー ド で、 実
践 し てき た
こ と を確 認
する。

業前の時間

定着化

「おはようタイム」
「さよならタイム」

（朝・帰りの会）

日直が「誰と」「何人で」
「どんなあいさつ」をす
るのか、カードを引き、
指示して、みんなでその
挨拶を行う活動。

「今日のありがとう」
ありがとうを言われると嬉しい場面を考え（ありがとうチャンス）、それを基に帰

りの会で、友達への感謝を発表してもらう活動。

「今日のキラリ」

友達のよいところを見つ
けて、その人のいいとこ
ろや日常生活において親
切にしてくれたことなど
をカードに記入し、紹介
する活動。

「今日のどっち」

場に合わせた声の大き
さで、自分の考えとその
理由を述べる活動。

「今日のチームＮｏ.１」

「全員ができる」を合
い言葉に漢字や計算など
教師が出す問題に挑戦す
る。グループ毎に助け合
いながら取り組む活動。

「今日のキラキラメッセージ」
「今日のキラリ」と同じカードで、１日の中で自分が
頑張ったことを記入し、帰りの会で紹介する活動。

「今日のふわふわ」
友達からこんな温かいメッセージをかけてもらって嬉
しかったということを帰りの会で紹介する活動。

「僕の私のいいところ」

自分のよいところを２つ書き出し、学級の友達からも
よいところを２つずつ書いてもらう。また、家族から
もよいところを挙げてもらう。それらを見て、原稿用
紙１枚程度の作文として書くき、それを朝の会のスピ
ーチで発表していく活動。

「みんな集まれ」

自分から友達を遊びに誘
う活動。１人ずつ順番に
呼びかけていく。ヘルプ
要員も必ず決めておく。

帰
り
の
会

短学活

場の設定

構成的
グループ

エンカウンター

①安心･信頼の
雰囲気を形
成するため
のｴｸ ｻ ｻ ｲ ｽ ﾞ

②お互いを認
め合えるよ
うにするた
めのｴｸｻｻｲｽﾞ

ソーシャルスキル
トレーニング

友達との関わ
り方の知識や
技術の習得す
るためのｽｷﾙﾄﾚ
ｰﾆﾝｸﾞ
●友達関係の

スキル
●話すスキル
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Ｃ＆Ｓの結果 ５
月
実
施

一人一人の自己肯定感が高まり、学

級の雰囲気もよいと感じてい

ることがわかる。

11

月

実

施

学ぶ 活用する 振り返る

業前の時間

学級・児童の実態

朝
の
会

な る
ほ ど

業前の時間
児童が 登校
してから朝の
会が始まるま
での時間。
２０分間ある。

本研究において、Ｃ＆Ｓの変容を見てみると多くの児童が自己肯定感を高め、学級の雰囲気もよいと感じてい

る。業前の時間や学級活動、道徳にＳＳＴやＳＧＥに取り組み、学んだことを朝の会や帰りの会で活用できるような

場を設定したことは、児童にとって有効であり、定着を図ることができた。スキルを学ぶだけでなく、場を設定することで、それを実践し自信を

つけた児童が多かった。ＳＧＥでは、自分や仲間のよいところに気が付くようになり、仲間のがんばりを認め合えるようになった。児童同士の

意識が高まり、よい雰囲気ができた。しかし、実施計画の見直し、内容の精選も必要である。引き続き児童の実態を的確に把握し、それにあ

ったＳＳＴやＳＧＥを取り入れ、継続的に朝・帰りの会に場を設定し、実践を行っていきたい。

成果と課題

自分の思いを相手に伝えられない。授業中、自分の考えに自信がなかったり、間違うことを嫌がったりして、発言が少ない。
児童同士の交流が少ない。相手の気持ちまで考えず、不用意な発言で嫌な思いをさせてしまう。


